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実 施 日 視 察 先 視 察 項 目 備 考

４ 月 ２ ３ 日
京 都 府

京 都 市
「地球温暖化対策条例」について

４ 月 ２ ４ 日
兵 庫 県

尼 崎 市
特定健診・特定保健指導について

４ 月 ２ ５ 日
香 川 県

高 松 市

地域コミュニティの組織と活動等につ

いて

視 察 先 項 目 調 査 内 容

京 都 市 「地球温暖化対

策条例」につい

て

環 境 モ デ ル 都 市 で あ る 京 都 市 で は 、 環 境 政

策 局 が 、 行 政 組 織 の ト ッ プ に 位 置 付 け ら れ て

お り 、 1997 年 の COP3 に お け る 京 都 議 定 書 の

採 択 を 受 け て 、 2004 年 に 京 都 市 地 球 温 暖 化 対

策 条 例 が 制 定 さ れ た 。

2010 年 に は 、 目 標 と し た 温 室 効 果 ガ ス 排 出

量 、 1990 年 度 比 10 ％ 削 減 を 達 成 す る と 共

に 、 条 例 を 改 正 し 、 新 計 画 を 立 て て 取 り 組 ん

で い る 。

具 体 的 に は 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 、 1990 年

度 比 で 、 2020 年 度 ま で に 25％ 、 2030 年 度 で

40％ 削 減 を 掲 げ 、 人 と 公 共 交 通 優 先 の 歩 く ま

ち 推 進 、 環 境 配 慮 住 宅 の 普 及 な ど 、2030 年 度

に お け る 6 つ の 社 会 像 を イ メ ー ジ し て 、 実 現

の た め の 方 針 と 施 策 を 立 て 、 具 体 的 な 取 組 み

を し て い る 。

条 例 改 正 に よ り 追 加 ・ 充 実 が 図 ら れ た も の

と し て 、 市 民 や 事 業 者 に は 、 照 明 ・ 空 調 の 適

正 化 や 、 徒 歩 ・ エ コ 通 勤 ・ エ コ カ ー 等 の 促

進 、 緑 化 ・ 地 産 地 消 ・ ゴ ミ の 減 量 の 推 進 等 の

具 体 策 を 図 り 、 さ ら に 、 延 べ 床 面 積 2000 ㎡
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以 上 の 特 定 建 築 物 を 新 増 設 す る 者 に は 、 地 産

木 材 利 用 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 利 用 設 備 設 置

の 義 務 づ け 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 多 い 特 定

事 業 者 に は 、 排 出 量 削 減 計 画 書 と 報 告 書 の 提

出 を 義 務 づ け て 、 京 都 市 が 調 査 ・ 評 価 し 、 違

反 に 対 し て は 勧 告 ・ 公 表 を す る と い う 、 積 極

的 な 対 策 を 行 っ て い る 。

昨 年 度 の 主 な 取 り 組 み と し て 、 ひ と つ は

「 地 産 地 消 型 ク レ ジ ッ ト 制 度 」 で 、 地 域 コ ミ

ュ ニ テ ィ や 中 小 企 業 等 の CO2 排 出 削 減 量 を ク

レ ジ ッ ト と し て 認 証 し 、 1 ト ン あ た り 1 万 円

の 奨 学 金 を 交 付 、 イ ベ ン ト 主 催 者 や 大 規 模 事

業 者 が ク レ ジ ッ ト を 購 入 し 、 相 殺 す る 制 度 で

あ る 。 ま た 、「 市 民 協 働 発 電 制 度 」 で は 、 市

が 公 募 ・ 選 定 し た 個 人 や 団 体 の 運 営 主 体 に 、

太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 場 所 と し て 市 の 施 設 の

屋 根 を 提 供 し 、 運 営 主 体 が 市 民 な ど か ら 出 資

を 募 り 資 金 を 調 達 、 電 力 を 売 却 し て 得 た 収 入

を 出 資 者 に 還 元 す る も の で 、 市 民 誰 も が 参 加

で き る 地 球 温 暖 化 対 策 で あ る 。
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視 察 先 項 目 調 査 内 容

尼 崎 市 特定健診・特定

保健指導につい

て

尼 崎 市 は 、 人 口 45 万 人 、 65 才 未 満 男 性 の

死 亡 割 合 が 、 兵 庫 県 下 一 で 、 生 活 習 慣 病 関 連

死 が 多 く 、 医 療 費 も か さ み 、 そ の 予 防 対 策 が

行 革 の 本 丸 と 位 置 付 け 、「 予 防 で 救 え る 命 は

死 な せ な い 」 を ス ロ ー ガ ン に 、 ヘ ル ス ア ッ プ

尼 崎 戦 略 事 業 を 推 進 し て い る 。 そ し て そ の 効

果 が 、 介 護 保 険 や 生 活 保 護 な ど へ も 波 及 し 、

財 政 の 健 全 化 に つ な が る こ と を 期 待 さ れ て い

る 。

当 初 は 市 職 員 の 健 康 管 理 の 必 要 性 か ら 始 め

た 対 策 が 、 市 民 に も 役 立 つ も の で あ る と わ か

り 、 特 定 健 診 ・ 保 健 指 導 を 強 化 し た こ と で 、

生 活 習 慣 病 重 症 化 の 減 少 に つ な が り 、 現 在 で

は 、 そ の 予 備 軍 で あ る 若 年 層 に も 健 診 事 業 を

展 開 し て い る 。

具 体 的 に は 、 特 定 健 診 や ハ イ リ ス ク 健 診 の

指 導 対 象 者 へ 、 細 や か な 保 健 指 導 を す る と と

も に 、 市 独 自 の 生 活 習 慣 病 予 防 ガ イ ド ラ イ ン

を 策 定 、 予 防 検 診 対 象 年 齢 を 16 歳 以 上 へ と

拡 大 し 、 さ ら に 11 才 と 14 才 へ の 健 診 も 加

え 、 よ り 若 年 か ら の 生 活 習 慣 の 改 善 に 、 保 健

師 10 名 を 含 む ヘ ル ス ア ッ プ 戦 略 室 を 設 置 し

て 、 取 り 組 ん で い る 。
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視 察 先 項 目 調 査 内 容

高 松 市 地域コミュニテ

ィの組織と活動

等について

高 松 市 は 、 人 口 は 42 万 人 弱 で 、 市 民 の 自

治 会 加 入 率 は 、 平 成 14 年 度 が 75％ 、 24 年 度

は 65％ と 減 少 し て お り 、 行 政 と 地 域 が 協 働 す

る 市 民 主 体 の ま ち づ く り を 進 め る た め に 、 地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 策 に 取 り 組 ん で い る 。

具 体 的 に は 、 若 手 の 市 職 員 や 市 民 か ら 人 材

を 養 成 し 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー を 市 内

51 カ 所 に 整 備 、 運 営 財 源 を 確 保 し 、 情 報 発 信

を し て い る 。

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 は 、 地 域 の す べ て

の 課 題 、 全 世 代 、 自 治 会 な ど を 代 表 す る 組 織

で 、 管 理 ・ 運 営 は コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー が 行

っ て い る 。 こ れ は 、 柏 市 ふ る さ と 協 議 会 連 合

会 に 当 た る も の で あ る 。

こ れ ま で は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 毎 の 事 業 計 画 に

各 担 当 課 か ら の 補 助 金 が 付 い た よ う で あ る

が 、 昨 年 度 か ら は 、 補 助 金 を 一 元 化 し て 、 地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 に 交 付 し 、 対 象 事 業 や

予 算 配 分 は 各 協 議 会 の 裁 量 に 任 せ て い る 。

そ し て 新 年 度 で は 、 さ ら に 地 域 の 裁 量 が 生

き る よ う 、 制 限 を 緩 和 し て い る 。


